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1. 第６回大会及び総会について

  2006年12月2日、本協会第６回大会及び総会が専修大学神田校舎において開催されました。

  午前 10時から、萩原優騎会員（国際基督教大学COEリサーチ・フェロー）による「環境倫理学研究における精神分析的観点の必要性――主体と社会の再帰化が進 行する状況下での意思決定について――」、および入江容子会員（一橋大学大学院博士課程）による「「歴史の終焉」以後の「性的差異」の問題　―　ドン・ ジュアンをめぐって」という研究報告が行われました。

  次に、昼休みを挟んで、午後１時から会員総会がおこなわれました。
会員総会においては、事務局長による会務報告が行われ、予決算が承認されました（別紙参照）。次年度の活動計画としてはワークショップおよび大会シンポジ ウム、論集の発行、読書会・研究会の開催が計画されている旨報告がありました。

  午後2時からは石澤誠一会員（大阪府立大学）による「フロイト生誕150年記念講演－－フロイトと「性」」が行われました。ひきつづいて開催されたミニシ ンポジウム〈精神分析における「性」の問題〉では、原和之会員（東京大学）および川崎惣一会員（城西国際大学）がそれぞれ「シニフィアンからファルスへ」 および「女性のセクシュアリティ」と題して提題をおこない、午後5時半の予定時刻をこえて活発な議論が行われました。

  シンポジウム終了後は、昨年に続き、レストラン「Bon Biveur 海」において懇親会が開催され、約20名の会員が出席し、盛会のうちに終了しました。

2. 会員の入退会について

　退会者：1名
　現在会員数 92名（Ａ会員60名、Ｂ会員32名）

3. 第７回大会シンポジウムのテーマ及び提題者について

　第７回大会でも、シンポジウムを開催する方向で理事会で協議が行われています。シンポジウムのテーマ並びに提題者について、ご希望、ご提案がありました ら事務局までお知らせください。

4. 第４回ワークショップについて

　本年度第４回のワークショップは、６月上旬に開催の予定です。詳細に関しましては理事会において現在協議中で、決定し次第協会ホームページ（および メールアドレスをお知らせいただいている会員にはＥメール）でお知らせしますので、いましばらくお待ち下さい。また今年は秋季にもワークショップの開催を 検討しています。テーマ、人選などについてご希望、ご提案がありましたら、事務局までお寄せ下さい。

5.名簿の追加・訂正について

　会員名簿の訂正・追加をお送りいたします。
　別紙をご参照ください。他、訂正がございましたら事務局までお知らせ頂ければ幸いです。

6. 会費納入のお願い

　2006/2007年度（2006/10/01-2007/09/30）分の会費納入がお済みでない方及び前年度までの会費の未納分がおありの方は、同 封の郵便振替用紙にて会費を納入くださいますようお願いいたします。

　前年度までの会費未納分に関しましては、2006/2007年度の金額に未納分の金額をプラスして郵便振替票に記載しております。
（既に会費納入がお済みの方には用紙は同封致しておりません。また、行き違いによって納入がお済みの方に郵便振替用紙をお送りしてしまった場合、恐れ入り ますが、破棄をお願いいたします）

　振替口座番号は「00110-9-604146」
　口座名称は「日本ラカン協会事務局」です．
　不明な点などございましたら、
　当協会事務局までお問い合わせ下さい。

7. 文献目録作成への協力について

 当協会のホームページ（http://www.k4.dion.ne.jp/~lsj/index.html）にて、ラカン関連の文献目録を 公開しております。追加・訂正などがございましたら、事務局までお知らせ下さいますよう御協力をお願い申し上げます。

8. メールへの移行について

　先回会務報告での協会からの連絡のためメールアドレスをお知らせいただくようお願いしましたが、これにたいして多くの会員の皆様からご協力いただくこと ができました。厚く御礼申し上げます。引き続き受け付けておりますので、今後メールでの連絡に移行して構わないとお考えの会員の皆様は、事務局のメールア ドレス（sljsecretariat@netscape.net）までその旨お知らせ下さいますよう、重ねてお願い申し上げます。　

9. 読書会・研究会の開催について

　幹事会からの提案に基づき、協会による読書会・研究会の開催を準備しています。テーマや運営の形態等について、ご希望・ご提案などありましたらどうぞ事 務局までお寄せください。
以上

